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１．はじめに 
   我々は以前より、Web ブラウザ上での分子の 3 次元グラフィックス表示システムの開発と機能拡張

をおこなってきた 1),2)。 最近では、ネット上でマルチユーザ機能を活用した Web 上での分子グラフィ

ックスシーンのリアルタイム共有機能の開発について報告した 3)、4)。これは、Web ブラウザ上に表示し

た分子グラフィックスシーンをネット経由で複数のユーザで共有し、あるユーザが分子グラフィック

スシーンに対して起こしたアクション（回転、拡大･縮小等）を、リアルタイムに他のユーザのシーン

に反映させること可能にする。 これにより、遠隔地間での化学関連の研究のオンライン打ち合わせな

どが容易になると考えられる。今回は、教育利用を主としたシステムの機能拡張等をおこなったので

報告する。 

 

２.システムの概要 

  本システムの概要を以下に示す（Fig.1）。分子グラフィックスの表示は、これまでどおり VRML

（Virtual Reality Modeling Language）を使用した。データの共有をおこなうための XML Socket サ

ーバは Bascule 社の Java ベースのフリーソフトである、FACEs を利用した 5)。 

  ある PC の Web ブラウザ上に表示された分子グラフィックスのシーンに変化があった場合、変更され

たデータが XML 形式でリアルタイムに XML Socket サーバへ送信される。 サーバは受信したデータを、

接続している全 PC に対して送信する。各ユーザ側では変更されたデータを受信し、分子グラフィック

スのシーンの書き換えをおこなう。 

  また、クリックにより選択した原子の色を変化や原子情報を共有する機能や、一台のサーバで複数

共有セッションのサポートする機能などを有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 分子グラフィックスシーンの共有の概要 

サーバ（XML Socket Server） 

①シーンを変更 

③ 共有先 PC でのシーンの更新 

１

②共有先のユーザへシーンの変更情報を配信  

 



  本システムは、ユーザ側には Web ブラウザと FLASH、VRML プラグインのみで動作するようになって

いるため、特別なソフトウェアは不要である。 

 

※開発・動作環境 

OS：Windows XP、Webブラウザ：Internet Explorer 6.0 SP2、VRMLプラグイン：Cortna 4.2 

FLASHコンテンツ開発：FLASH MX、XML Socketサーバ：FACEsサーバ 

インターフェース開発：PHP4、データベース：SQLite 

 

３. 機能の拡張 

  今回の主な機能拡張･改良点は、以下の通りである。 

（１）エリアの選択の共有 

  分子グラフィックスを共有して議論もしくは指導をおこなう場合、発言者が分子のどの部分を指し

示しているかをわかりやすくする必要がある。これまでは原子をクリックすることで色を変化させ、

その情報を共有した。今回は一つの原子だけではなく、エリアの選択を共有するために、選択範囲を

表す円もしくは長方形のシーンへの配置・共有を可能とした。 

（２）共有スタイル 

  これまでのシステムでは、共有に参加しているすべてのユーザが、対等の関係となる。しかし、教

育向けに応用するには、教員と学生という、一対多の関係となる。そのため、教員が複数の学生との

１対１の共有を複数チャンネル持つことを想定した共有モードを開発した。これにより、教員は各学

生一人一人に対して、個別に指導をおこなうことが可能となる（Fig.2）。 

 

 

 

 

 

 

Fig.２ １対多共有モードの概要 

 

  その他、操作インターフェースにスタイルシート（CSS）を用いるなどの改善をおこない、操作性の

向上を図った。 
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